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 制癌剤投与による腫瘍組織の病理組織学的変化については多欲の研究業績をみるが」臨床的に同
 一個体の同じ臓器の蝿癌組織について・制癌剤投与前後の組織学的検索を行い・両者を比較し・効
 果の有無を検討した研究は甚だ少ない。そこで著者は悪性腫瘍75例について各種制癌剤を投与し・
 ・投与前後の腫瘍組織像を対比し・臨床所見との蘭係を追求・制癌剤の効果を検討した。
 検索方法並びに:・検索症例
 国立仙台病院外科に来駝した患者のうち・制癌剤の投与・放射線療法の行われたことのない悪性
 腫瘍症例を選び・制癌剤投与前に手術的・または内視鏡的に腫瘍組織の試験切除を行い・これを対
 照とし・投与後剔出した腫瘍組織と比較した。採取した腫瘍組織片はFOrmaユinに固定後・
 Hema七〇xyUn-EOsimVan-Gie80n染色を行い・必要に応じ好銀線維染色・PAS染色
 を併用した。検索症例は各種臓器の癌腫51例・肉頗24例・計75例である。制癌剤はNitr-
 omitL,Tespamin・End.oxan・Mitomyeine,TOyomycin・Merphyrin3
 GOPPの7種類を使用・単独投・与65例・2種以上併用投与10例で・投与量は体重・一般状態に
 よウ加減し'連日静脈授与を行った。
 臨床的効果の判定には画一的な客観性に富む基準がないので・自覚症状の改善の程度及び他覚的
 所見の変化に重点を置き・著効・有効・無効の3段階に分類した。また・制癌剤投与後臨床的に腫
 瘍の消失を来たし・組織学的に腫瘍組織の強い退行変性・核分剖像の消失・線維化・腫瘤細胞の消
 失を示した例があるので・このような所見を示したものを著効とし・以下腫瘍細胞の退行変性・核
 分割像の程度により有効・やや有効・無効の4段階に分類して吟味した。
検索成績
 アルキル化剤投与例は57例。そのうちNi七rominは細網肉腫2例,癌腫1例に投与したが・
 1琴、妹的に著効を示したものは肉腫1例のみで・組織学的には肉腫が著効1例・やや有効1例の成績
 を示した。著効を示した細網肉腫の1例では腫瘤は消失し・組織学的に広汎な壊死・高度の線維化
 がみられ・蝿癌細胞は殆んど消失し・強い治癒傾向を示した。Te8pamin投一与例は肉腫7例・癌
 腫17列で、i三1蘇的1て有効と思われたものは細網肉腫の4例のみであり,癌1晦ますべて無効であっ
 た。組鞭罫的に著効を示したものはなく・有効例は肉腫2例・癌腫1例・やや有効例は肉腫5例,
 癌腫5列に過ぎなかった。食道癌症例の鎖骨上窩転移リンパ節のTe8pamin投一与前後の所見を比
 較してみると腫瘤は縮小せず・臨床的に無効であったが・腫瘍細胞は著しぐ減少し・到る所に襲死
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 巣が認められ・組織学的に有効と判定された。}lnd.oxan投与例は肉腫6例・癌腫4例である。臨
 床的に著効を示したもの1渕・有効2例・組織学的には著効1例・有効1例・やや有効1例であり・
 これらの有効例はいずれも細網肉腫で・癌腫には全ぐ効果は認められなかった。即ちアルキル化剤
 投与57例中・臨床的には著効2例(54%)・有効6例(16、2%)・無効29例(7a5%)・
 組織学的には著効2例(5.4%)・有効4岡(1巳8%)・やや有効8例(2て、6%)・無効25
 例(62.2%)であった。
 抗生物質投与例は19例で・Mi七〇mycinCは肉腫1例・癌腫7例に・Toy'omycinは肉腫
 2例・癌腫9例に投与したが・臨床的有効例は1例もなく・組織学的にはToy'omy'cin投一与の細
 網肉腫1例にのみ退行変性の増強がみられた。即ち抗生物質投与例は19例中組織学的にやや有効
 1例のみの成績を示した。Merphyrin投与例は癌腫4例・eOPP投与例は肉腫2例・癌腫5例
 である。eoppを投与した細網肉腫1例が臨床的・組織学的に有効と判定された。
 2種以上の制癌剤投与例は癌腫6例,肉腫4例であるが・細網肉腫例にのみ効果が認められ・臨
 床的には有効5例・組織学的には有効4例の結果を得た。有効例の組織像は核分剖像の消失,腫瘍
 細胞の退行変性の増強・更に結合織の増生・好酸球の浸潤が認められ・単独投与時の有効例と同様
 の諸変化を示した。
結
論
 経1性腫瘍75例について,制癌'剤投一与前後の腫瘍組織に対'す'る組織学的効果と臨床的効果との関
 係を検討し次の結果を得た。
 1,一般に制癌剤投一与後の腫瘍組織伽ま・投与前に比し・婦瘍細胞の退行変性の質的'量的増強
 を示す部分と投与前と同様の活性を示す部分が錯綜して認められた。
 2.著効を示した紬縞肉腫の2例は腫瘤の消失をみ腫瘍組絵の著明な退行変性,核分剖像の消失,
 ll難化を来たし・明らかな治癒傾向を示した。
 5組織学的効果の認められた例は癌腫51例中有効1例(1.9%)・やや有効5例(59%),
 肉腫24例中著効2例(B5%)・有効7例(292%)・やや有効7例(292%)であウ・臨
 床的効果の認められた例は癌腫には1例もなく1肉腫24例中著効2例(85%)・有効10例
 〔41.7%)であった。
 4、肉腫にかいては組織学的効果と臨床的効果とはほぼ平行的関係を示したが,癌腫にむいては
 組織学的効果が認められても臨床的効果はなく・制癌剤による腫瘤の縮小は期待出来なかった。
 5、要するに制癌剤の効果は腫瘍の発生部位及び薬剤の種類・使用法による明らかな差異はなか
 ったが・細網肉腫例に効果を示すものが多くみられた。そして'この際薬剤の大量投与や,2種以
 上の併用がやや効果的と思われた。
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 審査鵜果の要旨
 制癌剤による腫瘍組織像の変化に関する研究報告は少なぐ左いが・同一症例について制油剤投与
 前後の脂蕩組織像を比率鶴,効果の有無を検討した報告は甚だ少たい。著者嫉悪性鵬ワ5例につ
 いて各種制癌剤投与欲後の腫瘍組織像をしらべ,臨床所員と対比して・制繍1の効果をみようと試
 みている。患者は国立仙台病院に来院した絶牌51例,肉腫24伽合計フ5例をえらび,制魁剤
 として各種アルキル化剤,抗生物質及ぴMerOhyri11,Coppなど7種を使用した。制動剤投与
 前後に腰瘍線織片を採取,各種染色を行なって,脚湯細胞の退行変性,鵬富の縮小の程度に重点を
 沿き,郊果の判定を行ない,次の成績を得ている。
 i.一般に制癌斉“投一与後の日車瘍絽織像は稜」年前に比し,腫瘍細月包の退行:弊性Z)質的,量自勺増i強を
 示す部分もあるが,桝方投与前と同様Z)活性を示す部分もあ動互に錯綜してみられるものが多か
 った。
 2制締ηにより最も著効を示した細網肉腫例は腫瘤Z)完全左消失をみ,凝織学的には駐瘍の著
 明な退行変性,核分割像の消失,線維化をr∋払たし」明らかな治癒傾向を示した・
 5組織学的効果の認められた例は締腫51例中有効1例σ.9傷),や㌧有効3例(5.9膳),
 肉腫24例中著効2例(8.3弔),有効7例(292%),や㌧有効7例〔292係)であり,臨
 床効果の認められた例は癌腫には1例もなく・肉腫24例中著効2例(aろ%)・有効10例(4
 1.7%)であった。
 4.肉腫例にむいては組織.学的効鼻と臨床的効:果とは億y平儲マ1関係看・示したが,煙腫にお・いて
 は縦戴学的効果が諦められても,翻庚的効果左く,膝癖の消失は期待出来なかった。
 5.結局制ダ瞬1の効果は肺癌の発生部位及ぴ薬剤の種類,使用法による明らかな差異はなかった
 が,細網肉豚例に効果を示すものが多ぐ・2種以上の併用がや㌧効果的であった。
 以上本研究は・制癌剤による人体悪性膨.瘍組織像の変化は胆癌細胞Z)退行変性の質的,量的増強
 であることを確認し,現在のf馴絶剤は細網肉騒r例に有効であり,簡願例に対しては投与法の如何に
 か、わらず殆んど効果Z)左かつたことを述べている㌣他方・臨床的に無効と興徹された絶腫例中に
 も,組織学的に効果を示」す例のあることを明らかにしたもDで,今後の悪性腫瘍Z)化学療法に喜「裳.
 な示唆を与えるものと考える。
 よって,本論文は学位授,与に値するものと認める。
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